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実験概要

結果と考察

研究背景
プロテインキナーゼとして働くTORC1(target of 

rapamycin complex 1) は，抗がん剤や免疫抑制剤として使用
されるラパマイシンの標的タンパク分子として知られる。
TORC1は栄養や増殖因子，ストレスを感知して，主要な細胞
機能を調節するシグナリングの中枢として働き，その制御異
常はがんや二型糖尿病に関与することが知られている。また，
オートファジーは細胞内構成要素の分解や細胞内小器官のリ
モデリングに関わる。

研究目的
代表的なモデル系である分裂酵母を用いて，精子や卵子の

形成に関わる減数分裂過程を含む細胞の様々な機能や生育環
境でのTORC1シグナリングとオートファジーの生理的役割を
明らかにし，それら制御機構の分子メカニズムを究明する。
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TORC1活性の測定

• TORC1シグナリングが関わる細胞機能の解析

• TORC1によって制御を受けるタンパク分子の探索

• TORC1を制御するタンパク分子の探索

• 減数分裂過程におけるTORC1制御機構の解析

• 減数分裂過程におけるオートファジー制御機構の究明

• 減数分裂過程におけるオートファジーの生理的役割の解明

• 哺乳類培養細胞においてTORC1シグナリングの関連タンパク分子と

して，ピリミジン合成経路の酵素タンパクを明らかにした。

• 分裂酵母において，TORC1によってリン酸化の制御を受けるタンパ

ク分子，リボソームタンパクS6とS６キナーゼを明らかにした。

• TORC1の制御に関わるタンパク分子，分裂酵母のLam2, Npr2, Npr3

の機能を明らかにした。

• 分裂酵母において，細胞内へのアミノ酸取り込みに関わる分子およ

びその制御機構を明らかにした。

• 分裂酵母を用いて，減数分裂過程において，栄養環境非依存的に

TORC1が活性制御されることを見出した。

• 分裂酵母において，減数分裂期のオートファジーの動態について明

らかにした。

TORC1関連タンパクの探索
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